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な日常会話コーパスである『日本語日常会話コーパス』 (Corpus of Everyday Japanese













話者 ID 年齢 性別 職業 会話場面数 合計発話時間 (秒)
C001 40–44 女性 会社員・公務員等 9 6300.09
C002 55–59 女性 会社員・公務員等 14 6556.12
K001 35–39 女性 会社員・公務員等 12 6807.65
K002 50–54 女性 自営業・自由業 11 6201.68
K003 20–24 女性 大学生 14 6189.69
K004 40–44 女性 パート・アルバイト 12 7462.08
K005 35–39 女性 自営業・自由業 17 7655.34
K006 60–64 女性 自営業・自由業 14 7009.22
K007 25–29 男性 パート・アルバイト 14 6565.60
K008 50–54 女性 自営業・自由業 12 5181.36
K009 25–29 女性 会社員・公務員等 15 2972.47
S001 50–54 男性 会社員・公務員等 9 2863.24
S002 35–39 男性 会社員・公務員等 11 7796.11
T001 35–39 男性 自営業・自由業 11 6789.28
T002 40–44 男性 自営業・自由業 13 7679.76
T003 35–39 女性 専業主婦・主夫 12 5798.67
T004 60–64 女性 専業主婦・主夫 13 7579.69
T005 35–39 男性 会社員・公務員等 14 3303.99
T006 25–29 男性 大学院生 10 4544.10
T007 70–74 男性 無職・定年退職 14 10520.46
T008 30–34 女性 会社員・公務員等 22 5978.90
T009 20–24 女性 大学生 21 6320.67
T010 20–24 男性 大学生 10 6697.03
T011 40–44 女性 パート・アルバイト 10 5173.64
T013 65–69 男性 会社員・公務員等 17 6530.13
T014 45–49 女性 自営業・自由業 17 7817.85
T015 50–54 男性 会社員・公務員等 17 5646.89
T016 40–44 男性 会社員・公務員等 10 3063.25
T017 60–64 女性 会社員・公務員等 12 4945.04
T018 50–54 男性 自営業・自由業 9 5271.27
T019 40–44 男性 会社員・公務員等 11 3623.28
T020 40–44 男性 会社員・公務員等 23 6218.07

































CEJC モニター公開版には F0 情報は付与されていない。そこで、音声分析合成システム
STRAIGHTの音源情報分析関数 (Kawahara et al. 2017)を用い、モニター公開版の音声デー







































図 1の箱ひげ図において、CEJCの第 1四分位点は-453.3セント、第 3四分位点 80.1セン
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トで、533.4 セントの幅を持つのに対し、CSJ の第 1 四分位点は-413.5 セント、第 3 四分位
点-145.3 セントで、268.2 セントの幅となっており、CEJC の方が CSJ に比べて 2 倍近く広
い分布を示している。また、CEJCと CSJでは第 1四分位点よりも第 3四分位点の方が違い










ここではインフォーマント 2名（K004, T015）の発話に着目し、平均 F0が高い発話と低い
発話の例を観察する。












図 5は、図 2のインフォーマント T015の分布の第 3四分位点付近に該当する平均 F0を示
す発話「どうせ一位になるってわかってたらお父は一走やるんだよ」の F0軌跡を示している。
この発話は飲食店で近隣の町会のメンバーと飲み会をしている際に発せられている。平均する
と高い F0となる発話だが、発話前半の F0は高い一方で終盤の F0はかなり低くなっており、
ほぼ 2オクターブ（2400セント）の広いレンジでの発話となっている。
































































図 6 インフォーマント T015 の発話「生姜ここにあるよ」の F0
（図 4）もある。また、発話の終わりで F0が下限まで下がりきっていても、開始時の高さの違
いから発話の F0レンジが異なることとなる（図 5, 6）。
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